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会倫理の原則J (die Grundsatzen der Wirtschafts-und Sozialethik) と「国家的立
法J (die staatliche Gesetzgebung)である。経済・社会倫理は，人聞の行為にお
ける善と悪とを測定し，それは結局 I社会的公正J (die soziale Gerechtigkeit) 
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経営と経消
フィッシャーの所論におけるその実践志向性と人間志向性は，高く評価さ
れなければならないであろう。特に，従来の経営経済学ではあまり顧みら
れることのなかった，経営における労働する人聞の問題を積極的に取り上げ，
経営における人間の問題に今日の経営の危機を見い出し，人間問題の克服を
経営経済学の課題として取り上げるその姿勢は高く評価されるべきであろう。
しかし，フィッシャーの社会実践の形成に関する主張は，規範科学としてで
はなく，経験科学としての実践科学として再構築されなければならないであ
ろう。その場合作業場所」としての経営は，それ自体が個別的なものと
してではなく，経営の全体的・具体的な存在構造の中に位置づけられて考察
されなければならないであろう。すなわち，経営を社会的・歴史的存在とし
て捉え，そのような生活体としての経営の中に経営の自己形成的基本原則な
いしは原理を解明し，その原則!ないし原理に指導されて形成される構造とし
て「作業場所」を位置づけなければならないであろう。つまり，社会実践の
形成は，統一的・全体的な経営の指導原理に指導されてなされるものである
から，人間に志向する経営政策の「経営的必要性」が究明されなければなら
ないのである。実践志向的な経営経済学たるためには，それは，人間志向的
な経営政策を経営の内面的要請として確認しなければならないのである。そ
のためには，社会的・歴史的存在としての経営の存在構造のより具体的でっ
き進んだ分析が必要で、あろっ。すなわち，経営の内部構造や経営の環境に関
する歴史的・全体的考察を推し進め，それらに基礎づけられた経営経済学な
いしは経営政策論が展開されなければならないのである。
